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ft・ ~tr. し亡し、る Iド！ isi の労働集約的農法につヤて右
下ふれる必要があろう。
It I /J、汗
I .l1i討時約的 ＜＇：＇. J': ijif'¥)JI,i＇九
I 立r匂：t/.ih )J編成， if/! r.u ・= r：司 1t c:, 
Ii fl）特I・,1与！「IJ
2 ：「l土Jiri.y mr 
J 人re:，公1・Ii, i¥ UJ! 
m ノ）：到ブ）f I )i] I ,j1，＇，人
γ1){fl, 1 ', 1行J
2 'f, )lj i',".;・ ,_ '.>i'!！力：Ii1,'i:
,J、論で rJ, 中！，｛iにおける主主労怒りj科目立のぬ髭
きどきわめご初歩的に概観することによって， 大f1j I ド月）＇；＇（＂患の発展政策を全面的かっ具体的に提示
iι 人民公社化政官の戸寸つの要因をrYJらかにしよ Lごいるか’7は［全ほ民業発展要綱jである(rj仁1）。
うとするも f凡でふ；，＿：， η ここではじめに問題全惣定 これには，狭義の:1と業のほかに林業，牧畜；色漁業，







いわれる労働民約i'fJ民丘、をいず yそう発出させる過 (1立）培地関税，であふ。 支jこ， E沢東が1958ffに畏
れで＂， b〕 I) L tご／，＇》亡、労働力 fa¥1仏＇）形態土二 主J計約改本の橋阪として体系化Lに［農業の八字
勺 Lf二（1日、件、，f、iこ！照！LItこれのに／， ,. sゐ企え人 ：右it＇で lt，発！昨夏捕におけと3哨il:政策の方向かし、
いで,t，，ろう，ど L、な－＿ ,1:εふらつ っそうゆJ僚に I;_ってし、る。それは，土 f深耕ど土地改
I 労働民約的民法とヲj働j〕編成
f;l), 月Ern-.H的施肥）， 4く（水寺IJ)，種（品種改良入































































































































































































































































































































































































































































































（華畝.） I （頭） ！ （台） ！ （や）
12.46 I 0.47 I 0.41 J の07
19.01 I 0.91 I 0.74 I 0.13 
25.09 I 1.15 I 0.87 I 0.22 
12.16 I 0.23 I 0.23 I 0.04 
7.05 I - j 一



































(1ri（読方｜ 5 115 ！（捕勤労働力引 2211-1-1-
(2）余項雨｜ 3 I 10 I 1 I szo Iー 1-1-
(3）尿:i;/J凡I31 2.61 11 2371501132/55 













































1950年｜肌1 I -I - I 10.1 
1951年 1 19.2 i - I i 19.2 
1952,F- 39.9 0.1 I i .10.0 
1953年 1 39.3 i 0.2 I -I :39.s 
1954年 I 58.4 I 2.0 I ：ゆ.3
1955年6月 I 50.7 I 14.2 I - I 64.9 
1955年12月 I I 63. 3 I 4. o I 
1956年 1月 I - I 49.6 I 30.7 I so.3 
1956午“月・ - I 2x.7 I 63.2 I ワ1.9
1956年日月 一｜氏5 I 87.8 I リ6.3






























年別｜ I 一I • I 一「 I 
l季節組｜常年組1平均1初級社｜高級社！平均
1950 I ! -I 4.2 i JOA I 32.0 I 11.5 
1951 I -i -I 4.5 1 12.11 30.o I 12.4 
1952 I 5 .4 I 6. 5 I 5. 7 i 15. 7 I 184. o I Hi. 2 
1953 I 5. 7 I 7. 3 I 6 .1 I 18 .1 I 137. :, I 18. 2 
1954 I 6.21 8.11 6.91 20目oI 58.6 I 20.1 
1955 I 6.91 10.41 8.41 26.71 75.81 26.7 
1り56 I I -I -I 51. 1 I 246.6 I 112 .1 










k[¥jf,t.¥;ft, ;1:1をよn-rふ良作業；二 tC i;J:J：）.，：し する、同酬が行なわれ，また，組織規模も第6表に
品、たL、。 しかも lUJl労同への参加i行叱守 :. ff L. ( t みる t：おり約20戸程度で， あまり大きくない。こ
i 人 11ij の 1~·iw:j )J ,r，みにかぎられて， t; .宕・伝子 うした状況では，多く土地出資したものが他の組




j:J，大十る二 J；が 1Jfitになるe1:n。 これは集団経常・長田労働と，土地・その他の生
2. 合作社の時期 花子段の私千Til]IJとの矛盾元通ら生じるのであって，
[/J：助制／J色ら （「けれにづ Ti'.助松 Ci：し なおλi：註子 ¥. 、f,!t,全両的に生産手段を集団所有に帰して高級
F段を：KH:・ ；ょ’jとをヰ1.{む！二し UJリ， )5'i~)j 
/・ :t生日lC'f J今fふうにとと〈主ってL、る均、ら， 'j y；，、iこ
;[i人｛［＇訟と T!J'1911ぬとの｜自の J干J(iit -'sけられた
こ0', :!}: ;Ii'.ごil，労働力と土地・ Lの｛tlJ.cl) l~ 14 
ff止とし＇1;;-HWJ 乍 itf,Hl:ζさJL J：むしりに／；り，
広：（r[Jtl fょケ:1(itbJJ市＼ 11比も制約三~；／しるだあろう Q こう
:. た；イ，活全先手iJと）一るには， 主P し仁， ruヨi
－たじM)1到のf「｛HIを止li：告することが£ぺ号に
reる。 し古1・七三♂ll.'d1J;, 195ゴ， s11cr1上， :.; I i欠5
力if-,i¥tifilにもとっく工業Mドリり成iと！J＇佐しUゴこも
かかわらす， J.'lf主主Ji｛：はわずか前＇ l三よじそれぞれ 3
%鼎にとどと iJ' E京発展にitする大さな制約率j
医l；二 t,，：‘ヮて！ρ た。こうして1955年 7月に， もが〈来
日） I浪業協［，，］f七の［！＇＼］題に J ）＼.、ごJv＇〕1’fii;-t.i；訂正i，わ
れた時点から，；~H'1ーの合｛HUヒはJ二，Jtnこ完 )l：止し／こ o









I Ji 吹 iミDi経仏三［が川’t!v1力i役 去i
¥J1 I ' .,x耕 I也山 fHI I 
I u,J , （華畝） I （悩） I C¥iS¥) 
19,,2 JO.O 23日 25.4 
]95:l J(i守（） 24S 28.5 
1954 17 _(J 24:J :J4.1 5.2 






























































































f＼］人経営史民 1 110～120 I 30 
相J級台作 i'± I 110～mo I 10～80 












































































































































































































大々 的。l二階i/Ji！させU 、るはか、 性的！]f」向・乞郭（衛
生等の事業しI)j:!,展 i, ‘定（I）労働金必要として！ぜ、る
こと司 し治、－, I山かではー 中i斗農業1/）機依fヒ：土始
.t Jたばか；）で‘ Jよ業生庄は f;.t3込本i予je二子労働
に／t，：存している二と、 ごふる J fヴj’［弱jに依存Lて
i;t1芝生産ヤ民村／）／也，｝） 件種事業の発Il¥ジ〉／こ thiこi科
大Lt二一人佐山労働iえを允j己主せようと Jれi工、 、tr,
7＼，二労i品iJ}Jf;)l':J）状j¥/,,l: ：（ 心ざるをえhい， とく
に来主ljt 正自然；Jえ：去をそけと、 L、h てよj 多くの人 }J
E抗災闘争を：；隼，I) ，＼ければなん仁分｛的ノj栄11~v) 















寸交Lてし、とS, 二二こi士公i'！：の整ura過程ト二－ ) ＂、ぐ
t ：＂~f;I,: ；ヒに I：.；＿：，労働＂Urd'l じり 1,',J I.Ii Kよ二／二 f》；二場1¥:J ,'I l （ふれ「〉れないか， 京本採算i目立の生広大隊
Lえ／h , <!k: （児で v士、 忠世乍rf，＇）；お 線にJ；けふウj h‘ら If:_；キー隊／、の 1.：降（ I9fil年末ころ）を単hる後il
係QJ)J-'i:', -,!? ell:', J仏－＇） l_ :! i三強化上、きてんふと どずな－：：，わけにi士L、かたレr 公社の体iM整備は， l白
！ ι長し•： ＇，、／：＇ j及td1n1j‘わずか i～ゴ {HltJむ行hった三［よーi；分な
i 1 I 農村1p／〕］人r1iしjl労働力.t;t ,_ 'I七’万働力を ｛本;j,IJ鐙備企継ヰえ・強化するものであソた。生産隊
ti村，1i＇.人 lI f勺＇.J';jCI) l /,: ＇.、し川つ；） ；二i士J心ょう（与L
d止すること l 二l）た ／1）；二：t，都l¥i1；‘J:'H、j方込 I＼’？；i動

































地・家慢不動ilf••f')i 右店Llι 発給仁「心する滑不J, 195（内＇11
月25110 『中［1cj .）土地＆ ・I'-関係法令集JI. 7 ジア説的研
究所所内資料， No. 43日 33）。 向井作者を（単位とし
て）先irするて，かt;iず家庭 J，団結 C ![c産方i)、：影
響する」（「河南省力土地証発行に関する指示」， 1950 
年 4!J 29H 01＋：村治兵推j「土地＆lt'ciこおぜ Fぞ；f家OJ!:',J;,'flJ,
『変革期中国の研究』，岩波書店，昭和30年より引用）。
（る：.：） 「I7寸農民人：I上前絞7；動時！日Ji'1J変化ier新
華半Ji 卜I』， l'l;i6年18~ 〕。
（注 3) 古島和除「農業協同化過程における生態編
成の炭［ij」（，1，科I[亜農卒、は術交流協会 Ii 1, i 1,jのイ地改
革以後燈業集団化実現に去る過渡期に〆I'.起した諮問題
とそ l xt策仁 7)• I,しす0研究』， 1'Hilif• 3 i J ）。小. ~.；＇＇構
成・叙述にあたって，この論稿か ，.） 多くの教えを受け
fこ。
（注 4) 合frt±は：l"l以上 yiく期計1.1ιつくる ξ 
もに，次のような内平年の年度計耐を作成する。 (1）「I＇付


































































(: I :Cfi) 鳥文費量I我flil.三i:i'l li' ，小｜川（］うj動力問題j
（『削／jJ[jl, 1961年5号）。
〔！ 27）三力「合理使！!Jt~ H ；；ぬ IJj／，ソ4ヲj動奇1){-;J
(f経済研究』， 1961年7IJ）。
( 11:28) 「農村人民公社工作条例（修H京本， 19621・
9 J)I u ） 第 11 条には「公判符Jl[l 袋 Jl~U, 'i＇.・1す I：、必
~1'1：と労働力，物資，資金 ，） ) ・，可能怜い革、 Lづにそ ）
/j'.() 生長t.~ ti bHli人V'j判加を妨げtntこ i を条件王 1
－公主i全体， も L. , r ι 、 かいij牢たド主，あ
'・ i：＇七it.：隊が共同 lて，1.刊すI・ ,; ＼ぺ；，i;,1，：＇；林，本分 1
t1,: ~·；入 J 'iど，I基本主t設を、 Ii:!: , ; / , ：、く Jかれ公
/', JI、［，，）して本不IJ建設や 他 ；，~本ソ／；を＇Jミ砲すう




1 : －＿：，：，.、て士地改革カ＇：＂，人 l(.idLtずの農業労
叫！！柿iiえの過程をみたの戸点，~， /,:. ごバ編成のj{f,¥
JY1・i仁 J つの側面がふく k) l円、石
前 1I士， f;理問Jtr労働力編成によぜ〉て労働力と
生産－＇f＇段とを有効に結什主せ， ＇~＇.「京 'i"'tυ ）1t,J i：をも
た九 L，労働力を節約 J・ る側面であと》υ この結果
は， もし生産の場が不変であれば，労働力の；九世




















山！ : jli J L I乞ものとみられる。 をして二の過程
パ， Jf，象的iこは年間の労働日山増大どな J ぺ現わ
.J L C ＇－、：， 0 (Hl社の時期の資料しか，j；すことがで
ma表 {,j乍社段階の労働ii数 （l%f,/,f) 
(1) l労働力計たり平均労働fl （単位：日）
1五 タ｝ 見 ；次
相J級よ？作十l: l:.!3 50 95 
／噛J品、： 業 ti: j , 48 94 
J長 業 社 206 117 162 
，：＼約 ：.f1 n 17:l <;r; 128 
il: 161 ;',;¥ 114 
お： 197 l(lc¥ 162 
J'.J （、｛｝ 9(i 





( /1＼所） ｜湖家統：ilM農業統計＇， i]編『燦業合作社平1
1%5{1み興業生産fr!HL収益分間日的統計資料』 （統



















































































































































































































I正 分！（%）｜働日 ｜（%） 
｜男｜女｜男｜女｜男 i女
I I I I I I 凶北・内蒙1・医 I60. 1 39 . 91 1101 制 I74.5 25.5 
東北ば I65.31 34. 1: 1851 60 85 .51 14. 5 
中原ぼ I55.81 44.Zi 1951 84! 74.6: 25.4 
南方区 I54. 31 45. 1 226¥ l:=l31 66 .s: 33 .2 



































































隊 別 1 経済類型「1 月 12Jlr：~~γk 月一r5月一！日1瓦「8月【「品川月［同 l 弘；i·
五 四隊 i糧 茶灰 I2.291 3.891 4.361 25.95114.351 1.s1119.6倒 3.5θ1.96110.5判 3.7訴 1.89
厚手峰隊 l茶極限 I:u21 1.so1 1.191 27.64/ 21.51/ 4.73/ 1s.制 5.111 0.89/ 9.1則 2.0司 1.36


















































（？主 1) 「あろ協i吋組合の生産 3カ年計画J（『仁1,i, 
u トIづくり』， :Yi院内応，昭和32年）。
(i主2) 「一大：公使子発展多額経済J(If'新平ドJl 
刊.J], 1959年24~）。
（注 3) 「広東激築糖廠亦工亦践的合同工制度J
（『新華月報』， 1964"!'-12号〕。
(I主4) 「者l：渋川営林場実行持；林亦農合同工労動
制度的調査報告J（『新華月報』， 1965年3号）。
（調査研究部）
